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連合福島は５月２１日（土）、今次参院選の前半のヤマ場として、

「第２６回参議院議員選挙 連合福島総決起集会を開催し、構成

組織、単組、地域連合から２３０人の組合員が参加した。まず、

連合福島今野泰会長より、「本日の集会は連合福島が今次参議員

議員選挙に臨むにあたり、県選挙区小野寺あきこ候補予定者と組

織内候補予定者８名全員の必勝に向け、全組合で意思統一をする

場として開催する。連合福島は五者協議会の一員として小野寺あ

きこ候補予定者を擁立し、４月７日の執行委員会で政策協定を締

結しながら満場一致で推薦決定をしてきた。「あなたのこころを

届けたい」をキャ

ッチフレーズとしてかかげた小野寺さんの強い意志、この間もパーソ

ナリティとして多くのリスナーにより寄り添い続けた責任を強く感

じる。小野寺さんを当選させることは、私たち自らが政治を選択する、

豊かな社会を創造する一歩となる。そして、連合福島が推薦する組織

内候補予定者全員の当選が、必ず政治を変えることにつながると確信

する。その強い決意のもとで今次参院選をたたかい抜くことを確認し

たい。」と挨拶があった。 

次に、福島県選挙区小野寺あきこ候補予定者より、「福島に暮らす県

民、一人ひとりの多様性が求められ、幸せの価値観が違って当然だと思う。それらを一緒くたにすることなく、その

人に合わせた幸せをつかみ取ってとってもらいたい、そのため

にできることは政治を変えることだと考える。アナウンサーと

して見てきた問題が山積した現実を受け止め、しっかりと言葉

にして政治に届けていく。政治経験はないが、普通の暮らしを

している一生活者の視点を忘れず、みなさんと一緒にこの国を

変えていきたい。」と力強い決意表明があった。 

そして、比例区において組織内候補予定者を擁立するそれぞれ

の構成組織の代表者から、今次参院選をたたかい抜く決意表明

の後、今野会長の団結ガンバローで連合福島が推薦する全候補

予定者必勝に向け取り組む意思を確認した。 
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